
【鶴岡地域】地域の魅力資源活用事業
「田川太郎の里づくり」プロジェクト事業

人口減少や少子高齢化等により、地域が抱える課題は増加し、

ますます深刻化している。地域の活力が減退している中、住民が

地域の魅力を共有し発信していくことで地域活性化を目指すこと、

また、若者がまちづくり活動を企画実施する機会を創出すること

で若手人材の確保に繋げることが必要となっている。まずは、田

川地区の魅力や目指す方向性、取り組み内容について住民が話し

合うことから開始した。

■事業効果

多くの貴重な史跡や歴史資料が残されている田川地区において、住民が一体となって歴史文

化を活用した創造的なまちづくり活動を行うことにより、地域の活性化及び人材育成が図ら

れるとともに郷土愛の醸成及び域外への本市の魅力発信に貢献した。

■今後の展望

地域資源の発掘を更に進め、地域住民が一体となって地域の魅力を内外に発信していく。

取組みの背景や経緯

鶴岡市地域まちづくり未来事業 特徴的な取組の紹介

平安時代に田川地方一帯を治めていた歴史上の人物「田川太

郎」を切り口として地域づくりに取り組み、地域の活性化及び人

材育成を図る。

R2年度：「田川太郎」キャラクター作成、歴史資料展示室整備

R3年度：田川歴史散策マップ設置、ロードサイン設置

バス停壁画制作、案内パンフレット作成

R4年度：「田川太郎の里歴史ウオーク」実施

七日台周遊路整備、平泉研修視察

田川太郎サイクリングツアー実施

事業概要

事業効果と今後の展望

【事業年度：R2～】

＜田川太郎サイクリングツアー＞
子どもたちが、地域の歴史文化名所を自転車で
巡りました。

＜田川太郎の里歴史ウォーク＞
地区の魅力を内外に発信。応募多数の人

気イベントとなりました。


